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学校番号

令和 7 年度　　学校評価書　　　（　実施段階　）

（１）ボランティアをはじめ、地域との交流活動や体験的学習を積極的に推進する。
（２）地域人材による講演会等を計画的に実施して学びの機会を広げ、課題の発見や解決に向かう力を養う。
（３）行政や企業、大学等と積極的に連携し、地域の課題解決や提案などの取組を積極的に推進する。

（１）ＩＣＴを日常的に活用できる環境を整え、「文房具」として自由な発想で活用できるようにし、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を推
進する。
（２）多様な学習ニーズに対応した柔軟で質の高い学びを実現する。（多様性への対応）
（３）学習効果を高めるため、目標に準拠した多面的評価を行うなど評価方法の改善を図る。

（１）夢や希望を持って主体的に進路を選択できる力を育成するとともに、第１希望進路実現のために、３年間を見通した進路指導体制を確立する。
（２）「SHINSEIの学びプロジェクト」についての共通理解を図り、３年間を見通した系統的なキャリア教育を実践する。
（３）すべての生徒の可能性を引き出す個別最適な学びと協働的な学びを実現し、教育の質の向上を図る。

（１）基本的生活習慣の確立とともに、「新世スマイル」「立ち止まり挨拶」を長期的展望に立って指導する。
（２）生徒会活動、部活動、学校行事、ボランティア活動など、あらゆる機会をとおして、生徒の自己指導能力を高めるとともに、チャレンジ精神を培う。
（３）いじめや不登校等を未然に防止し、早期に発見・対応するための取組の強化を図るとともに、外部の専門家や関係機関と連携し、組織的に対応する。

（１）生徒と向き合う時間を最優先に確保し、家庭、地域等と連携しながら、きめ細かく対応するとともに、教育活動を組織的に行い、安心・安全な学校づくり
と望ましい信頼関係の構築に努める。
（２）本校の強みや学科の魅力を中学生や保護者、中学校職員等へ積極的かつ効果的に発信することで、本校入学志願者の確保に努める。
（３）「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて、地域の人的資源等を活用し、学校教育を社会との連携の中で実現する。

［成果］
1 授業研究チームを中心に全職員で研
 修に取り組み、生徒の満足度を高め、
 授業改善に一定の成果を残すことがで
 きた。
2 新世マルシェやインタビューシップは、
 地域や自治体と連携して取り組むこと
 により、生徒たちの意欲を高め、主体
 的な活動に結びつけることができた。
3 新教育課程の完成年度にあたり、教
 育課程の見直しと評価方法の改善に
 取り組むことができた。
4 体験入学などの行事の実施､ホーム
 ページやインスタグラムの更新により、
 効果的な生徒募集を実施することがで
 きた。

［課題］
1 総合学科の特長を生かした進路指導
 をさらに充実させる。
2 生徒の第一進路希望実現のために
 学習活動や課題研究、資格取得など
 のレベルを高め生徒の自己実現に資
 する。
3 教育相談体制を拡充し、中途退学や
 不登校防止、いじめ防止に向けての対
 策を強化する。

１　生きて働く知識・技能の修得と未知の状況にも対応できる思考
力・判断力・表現力等の育成を実現できる学習指導

A

２　将来の夢や志を育み、その実現を目指すキャリア教育の実践

３　規律と責任を重んじ、人間性を高め、自主性や主体性を涵養す
る生徒指導

４　家庭や地域から信頼される学校運営と積極的な広報活動

学校運営計画（４月）
学校運営方針 評価

（総合）昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標

５　地域から学び、地域を支え、地域とともに成長する生徒の育成

福岡県立 ありあけ新世 高等学校

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役

割
目指すべき学校像）

一人一人の興味関心に応じた学びを通して、主体的に自分の人生を切り拓き、地域で活躍できる人材を育成する学校
生徒一人一人の希望進路を実現するために、基礎学力の定着を図るとともに、総合学科の強みを生かした充実した

キャリア教育を実践し、主体的に考え行動する力を身に付けた、地域に貢献できる人材を育成します。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に関する方針）

①自己を理解し、自己決定・自己調整ができる力
②自ら問いを立て、多様な他者と協働しつつ、その問いに対する自分なりの答えを導き出し、行動することができる力
③自己の在り方生き方を考え、当事者として社会に主体的に参画する力

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に関する方針）

①３年間を見通した計画的で充実したキャリア教育
②普通教科から体験的な学習を重視した幅広い専門教科まで１００を超える科目から選択できる生徒の進路や適性・興味・関心に応じたオリ
ジナルの時間割作成が可能なカリキュラム
③総合学科ならではの少人数授業の展開と進路実現に活用できる数多くの資格取得の奨励

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに関する方針）

①明確な目的意識と旺盛な学習意欲を持ち、学校行事、生徒会活動、部活動等において、本校の中核となって活動する意欲を持つ生徒
②総合学科高校が目指す、主体的に考え行動し、調べる力、聞く力、まとめる力、発表する力等を伸ばそうとしている生徒
③確かな学力、健やかな体、豊かな心を持ち、社会の変化に柔軟に対応できる力を身に付けるため、学校ビジョン及び生徒行動指針の具現
化に努める生徒
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　教育相談週間がガイダンス期間と重なるた
め、別日程で行いたい。
　特別な支援が必要な生徒の情報を共有
し、専門家への相談と個別の支援計画作成
へとつなげる。

いじめアンケート、学校生活アンケートを毎月実施し、いじめ・不登校の早期発見につなげる。

通級指導を受ける生徒など、特別な支援が必要な生徒への支援を行う。

校内の連絡体制・支援体制を
より良くする。

教育相談委員会を毎月開催し、情報共有・早期対応につなげる。
教育相談委員会：12回実施
　（SC･SSW･訪問相談員参加：8回予定）
ケース会議実施：2回

B

　各年次で特別な支援が必要な生徒の情報
を整理し、教育相談委員会で共有後、対応
策を考え、支援していく体制を整える。
　ＳＣやＳＳＷを講師として職員研修を実施し
たい。

外部関係機関との連携を図り、情報を速やかに共有し、組織的に対応する。

職員研修などを通して、生徒の安全に関する対応ができるようにする。

保健環境

心身の安全や健康への意識
を高め、心身ともに健康管理
ができる生徒を育成する。

講演会を実施し、生徒の関心を高める。
薬物乱用防止講演会：1回実施(9月)
デートＤＶ防止講演会：1回実施(11月)
保健委員会：文化祭展示
　　　　　　　　保健だより(19回発行予定)
美化委員会:学校行事の清掃活動
              ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｳｨｰｸ､液体石鹸設置

支援を必要とする生徒への教
育相談・支援体制の充実を図
る。

ボランティア活動の推進と体制を強化し、ボランティア参加１００％を目指す。

「新世生の一言、言わせて」を実施し、自己把握や他者理解を深める。

いじめのない安心・安全な
学校を目指し、危機管理の
徹底を図る。

人権・同和教育や学校行事、生徒いじめ防止委員会等を通して、良好な人間関係の構築を推進
する。 いじめに関する職員研修会

　　　　　　　　　　　　　　　　実施：1回
いじめアンケート　　　　　 実施：9回

A

　「新世生の一言言わせて」は、多くの生徒に影響
を与えているため、様々な場面で発表させたい。
　いじめアンケートでは、いじめの実態を把握する
ことができた。次年度もいじめの未然防止・早期発
見・解消に努める。

B

B

　次年度も薬物乱用防止講演会を11月に実
施予定である。
　保健委員会と美化委員会の更なる充実を
図る。

各行事などでの業務など、生徒保健委員会を活性化させる。

校内の美化への取り組みなど、生徒環境美化委員会を活性化させる。

教育相談週間・外部の専門家や関係機関を活用し、教育相談ができる体制を作る。
ＳＣ文書：毎月配布
ＳＳＷ・訪問相談員：毎月活用
ケース会議実施：2回
教科担当者会議実施：2回

生徒指導

礼節を重んじた指導を土
台とした新世生として望ま
しい規範意識を育成する。

挨拶励行、正しい言動、校則の遵守等、新世生としての規範意識と社会性を育成する。 交通委員会：交通ルールの発表
　自転車通学者ﾍﾙﾒｯﾄ着用率:100％

校風委員会：挨拶運動(3回実施)

A

A

　交通委員会や校風委員会を中心に生徒主体の
「交通ルール･マナー」や「素敵な挨拶運動」に取り
組む。
　ボランティア活動に対する生徒の意識は高い。
次年度は、さらにボランティアの意義や取り組み方
を伝え、意欲的に取り組ませる。

交通ルールの遵守やマナーアップを図り、交通事故・交通違反（ゼロ）を目指す。

異学年交流の場を設け、生徒集団の持つ自己教育力を育成する。

生徒の自主的かつ自治的
活動の活性化とチャレンジ
精神を育成する。

生徒会執行部・各種委員会・部活動等の自主的・自治的意識の高揚を図る。 体育大会ｱﾝｹｰﾄ　期間適切:100％
文化祭ｱﾝｹｰﾄ 満足度(良い):100％
　　   　　　　    一般公開が良い:92％

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動　依頼:90件 参加:70件
｢新世生の一言言わせて｣ 実施:12回

A

　体育大会は、天候に恵まれ練習時間を確保する
ことができたが、熱中症等の事故防止に努める。
また早めに組織作り・計画をする。
　文化祭は、２日間の日程で一般公開を実施し
た。次年度は早い段階からクラス･委員会等の計
画及び内容を決定する。

校内研修・講演会等を通じて、学校全体（教職員・生徒）で”しない させない 見逃さない”意識の
向上を図る。
各種アンケート、様相観察、保護者との連携を通して、いじめの撲滅に努め、いじめのない学校
（いじめ見逃しゼロ）を目指す。

本校の授業について理解を促すため、授業体験及び授業見学を行う。

円滑に準備が行えるように、実施計画を早期に提示し、全体の調整を行う。

各分掌と連携し、式典や行事
等がスムーズに行えるように
早期からの計画に努める。

式典等が準備から事後処理までスムーズに行えるように、実施計画を早期に提示し、調整を行
う。

希望図書リクエスト：10回実施
希望図書購入：100％ A

　朝読書は、図書委員を中心に実施できている
が、学校指定図書の劣化等もあり、内容の検討が
必要である。式典、行事についてはより早めに計
画を提示し、必要に応じて会議等により各係の連
携を図りながら行っていく必要がある。

幅広い教養を身に付けるため、図書委員会と連携し、朝読書を推進する。

校外及び校内における事務処理をスムーズに行うために、管理職及び関係する機関及び分掌と
の報告、連絡、相談を綿密に行う。

B

　皆勤率、家庭学習時間ともに、目標にしている数
値を大きく下回った。特に３年次は、前年度と比較
しても大きく減少しており、進学を中心に考え普通
教科を選択している生徒の学習時間も少ない状況
である。次年度は受験生としての学習習慣を身に
つけさせることが課題である。

規則正しい生活習慣と授業規律を確立させ、皆勤率５０％・家庭学習時間（年次＋2時間）を目指
す。
生徒の実状、進路希望に関する情報を分析し、効果的なガイダンスを行い生徒の意欲向上を図
る。

広報企画

本校の魅力を中学校及び地
域に発信する。

本校の教育活動を中学校及び中学生に知らせるため、中学校訪問を年３回以上実施する。 中学校訪問：3回実施
高校説明会：16回参加
webページ更新70回以上、インスタ
グラム40回以上更新
取材依頼：年7回実施

A

A

　中学校訪問は予定通り実施し、本校の取組や出
身生徒の様子を伝えることができた。高校説明会
は中学生にわかりやすいパワーポイント資料を使
い実施できた。Webページ、インスタグラムは適宜
更新している。次年度も計画通り行いたい。

中学校が行う高校説明会等に参加する。説明資料は中学生が興味を持つ内容に改編する。

各分掌と連携し、学校Ｗｅｂページ、インスタグラムを随時更新する。広報活動として、マスコミへ
の取材依頼を積極的に行う。

中学生体験入学を年2回実施
し、中学生の参加人数400名
を目標とする。

全体会では、本校の特色を、生徒会等の生徒を通してアピールする。 中学生体験入学：2回実施
中学生の参加人数：450名
体験入学の満足度（中学生）：99.5％
（保護者）：98％

A

　案内チラシを早めに準備し中学校訪問や進路相
談事業で配布でき、中学生の参加者数が増加し
た。次年度は、授業見学の内容、ルートの検討を
含め細部の計画を早期に提示し、余裕を持って準
備、調整ができるようにすることが課題である。

スクール・ミッションについて全職員が理解を深め、研修会や分掌会、年次会等で意識向上を図
る。
学校設定科目を再検討し、生徒が主体的に学ぶことができる学校設定科目を新設・再編と群の
再配置を検討する。

主体的・対話的で深い学びに
基づく、確かな学力をつけ
Deep learningを定着させる。

ICT(google WS，ロイロノート等)等を活用した授業研究を推進し、１人年２回相互授業参観を行う
ことで授業改善し「わくわく・胸躍る」授業を目指す。 ICT機器の使用率（授業アンケートよ

り）：79.8％
相互授業参観：2回実施
授業の満足度：96.8％

B

学校関係者評価委員会
からの意見

教務

学習指導要領に基づいた本
校の教育課程について、全職
員の共通理解を図る。

教育課程の内容・趣旨を確認し、効果的な指導や新しい授業実践について各教科で検討し、授
業満足度を向上させる。 授業満足度：96.8％（前年度97.1％）

ガイダンスの職員研修：1回実施
授業改善シート：振り返り2回実施

B

B

　授業に対する満足度は、前年度より若干下がっ
てはいるが、高い数値である。科目選択について
は本校の大きな特徴のひとつであり、ガイダンス
は重要な取組であるので、今後も職員研修を続け
ていく。学校設定科目の変更については、現在検
討中である。
　今年度より導入されているロイロノートをはじめ、
ICT機器を活用した授業は行われている。特に
google WSやロイロノートを活用し、授業中に生徒
の意見を集約、共有するなど積極的な活用も行わ
れている。今後もICT機器の活用をはじめとした授
業改善を推進する。

主体的・対話的で深い学びを実感できる学力の評価・指導についての研修会を少なくとも１回は
実施する。

目標準拠型評価を用いた、適切な学習評価を行うため、全職員で共通理解を図っていく。

個々の生徒の実態を把握し、
能力・適性に応じた指導実践
を行う。

進学強化委員会を年３回実施し、指導内容について協議を行い、本校の生徒の実態に合った指
導のあり方を検討する。

学習時間調査：1年次 215.5分，2年
次 192.0分，3年次 119.5分
皆勤率（10月末日）：30.6％
スタディサポート　1年次 GTZ：D1→
D1　2年次GTZ：C3→C3

評価項目 具体的目標 具体的方策
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価（３月） 結果の考察と次年度の課題

自己評価 学校関係者評価
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　生徒アンケートでは端末活用の満足度が高く、
ICT整備の効果が見られた。一方で、活用の仕方
に個人差があることも明らかになった。次年度は、
更に職員研修を充実させ活用方法を統一して学
習環境を整備し活用効果の向上を図りたい。

ICT機器デジタル管理システムの整備を行う。

使用ルールを明文化し、機器利用ガイドラインの整備を行い適切な利用を推進する。

データセキュリティの強化

データ管理量の適正化を図り、バックアップ体制を強化する。 ICT活用アンケート
「PWやデータ管理の意識が高まった」：84.8％
「セキュリティや個人情報保護について授業など
を通じて理解が深まった」:88.1％
「SNSなどの投稿前に内容が適切かどうか考え
る」：96.2％

A

　アンケートから見ることができるように生徒の安
全への意識が高まり、パスワード管理や端末の扱
い方が改善した。しかし、情報モラルの理解には
まだまだ個人差が見られる。今後も、研修と指導
を継続することにより、安心してICTを活用できる
環境を強化したい。

「あんしんメール」アプリの活用を促進し保護者、生徒、職員へ確実に情報提供するとともに個人
情報を適正に管理する。

研修会や連絡会で、生徒、職員へネットのトラブル事例を周知するなど適宜情報を提供する。

情報管理

校内ネットワークの安定化と
最適化

トラブルシューティングマニュアルを作成し、障害時の対応手順を整備する。 ICT活用アンケート
「授業中にネットワークが安定して使える」：
83.7％
「接続トラブルに対応できている」：普通以上
93％
「情報発信が活発になったと感じる」：68.5%

ＩＣＴ機器の適正管理と活用推
進

社会人や本校卒業生、地域で活躍されている方を招いて講演会を実施する。

行政、ＮＰＯ法人や企業、大学等との連携を中心となって進め、活動内容を総合学科発表会で発
表する。

主体的・対話的で深い学びの
実践を目指し、特に授業改善
に資する研修を実施する。

授業を客観的に評価できるように、相互授業参観期間を年２回実施する。
「講演会を含めた授業満足度」：
1年次100％，2年次97.1％，3年次
95.5％(アンケート結果)

A

　東京大学教育学研究科の栗田佳代子教授や、
県教育センター等に職員研修を依頼し、授業改善
やＩＣＴの研修を行ったほか、全教員２回の授業ア
ンケートを実施し、学校全体で改善の方策を考え
ている。総合学科の時間割上、同一教科の授業
参観ができないことが課題である。

A

A

　校内ネットワークの安定化は概ね達成でき、ICT
活用も生徒間に広がった。一方で、トラブル対応
の統一化や保護者向け案内の改善には課題が残
る。次年度は運用マニュアルの整備とより確実な
通信環境の構築を進めたい。

学校のWi-Fi環境を整備し、授業や業務で円滑に利用できるようにする。

広報企画課と連携し、Instagramおよびホームページの活用を推進する。

chromebookの修理を迅速に対応し、学習活動が滞ることのないよう管理体制を徹底化する。 ICT活用アンケート
「授業で効果的に活用できた」：95.2％
「授業でオンラインツールを使う機会が増えた」：
89.4％
「ICTの活用で授業内容が理解しやすくなった」：
87.5％

　今年度は１年次前期課外を２回に分け、前半は
中学校の振り返りを行い、受講生徒も多かった。
次年度は１回に戻し、課外について各教科にさら
なる検討を依頼する。受験の多様化には外部と連
携してスケジュール構築後、早期対応をはかる。
面接初期と小論文指導は進路が主導する。

公務員・民間就職希望者には、職業人としてのあり方を考えさせ、自己調整能力をはじめ総合的
な力を伸ばす。

情報の収集・提供を早期から丁寧に行い、教師と生徒・保護者間で有効活用する。

総合学科
推進・研修

「ＳＨＩＮＳＥＩの学びプロジェク
ト」を推進し、「産社」・「総探」
の授業内容を系統的に計画・
実施する。

生徒の個性を重視するとともに、自己肯定感・有用感を実感する楽しい授業を計画・実施する。 ｢『産社』『総探』は自身の成長や進
路について考える上で有意義な授業
だった｣：1年次100％，2年次97.1％，
3年次87.4％(アンケート結果)

A

A

　１～３年次を貫く「SHINSEIの学びプロジェクト」は
真正（ホンモノ）の学びに触れる「産社」「総探」の
戦略的な転換であった。アンケート結果は想定以
上に生徒たちの好感を示しており、対話型学習を
ベースにした社会的な関与が諸能力を伸ばしたと
推定される。

新世カンパニーおよび新世ファームの活動を通じて、科学的思考や論理性を身に付ける。

新世カンパニーおよび新世ファームの活動を通じて、表現力を身に付ける。

地域との連携を積極的に進め、
社会的・職業的自立に向けた資
質・能力の育成を図る。

生徒一人ひとりが地域課題を発見し、年に１つ以上の貢献のあり方を考える。
｢地域や人のために貢献することの大切
さを感じることができた｣：2年次97.6％(ア
ンケート結果)
｢実際にインタビューに行くなど初めての
経験ができて良かった｣：3年次(アンケー
ト記述)

A

　外部講演として、大牟田の街づくりに貢献されて
いる地元の企業家や、生ゴミから堆肥を作るコン
ポスト活動の専門家にご講演いただいた他、３年
次の面接講座や集団討論指導などでもエキス
パートに登壇いただき、市役所等からの来校も
あった。

生徒の授業に対する意識を確認するため、授業改善アンケートを年２回実施する。

学習指導要領に沿った、授業デザイン研修を複数回実施する。

進路指導

自己効力感を持って主体的に
進路を選択し行動できる力を
育成する。

進路関係諸行事への主体的な参加を通して、進路意識と自己効力感の向上を図る。

進路の手引き「活用できている」：
　　全体4割(1･2年次3割､3年次5割) B

B

　進路の手引きの推薦規定を一部変更したため、
特に１・２年次は年次と協力して活用および確認
の機会を設ける。年次主導のガイダンスや講演会
等については、より適切なサポートを行う。進路主
導分は十分な情報提供を行い、各年次との連携を
深めて実施する。

進路応援助成金制度の活用を踏まえた積極的な資格取得を促し、就職や進学に向けた自身の
強みとする。

国公立大学５名、中堅私大と合わせ１０名の合格を達成する。

進路実現に必要な確かな学
力を身につけさせる。

各教科・年次・分掌と連携して、確実な基礎基本の定着を図る。

模試結果の振り返り「できている」：
　　　　　　　　1･2年次2割、3年次7割 B

　基礎基本の定着のためには、模試結果の振り返
りは必須であるが、年次により大きな差がある。
１・２年次の振り返りを高めるべく丁寧なフィード
バックを行う。そのための分析・分析会のあり方は
各年次毎に再検討する。キャリアパスポートは精
選・削減を主眼に内容と実施方法を再検討する。

授業や模試、検定と関連させた質の高い課外を実施し、実力の養成・向上を図る。

年内入試・採用試験対策を強化し、多様な受験方法への対応力を高める。

個に応じた指導体制を確立
し、生徒一人ひとりの希望進
路実現を果たす。

進学希望者には、模試分析会におけるデータ等を活用し、効果的な学習支援を行う。
課外「満足」：8割
　　　「学力の伸び」の実感：6割
       「受験対応ができた」：5割

B
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自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

保護者や地域社会との連携、
信頼関係の構築を深める教
育活動を行う。

夏期三者面談前までに保護者向けの進学説明会、就職説明会を企画し、進路実現に向けての
心構えや進路情報等を共有する。 「産社・総探は役に立った」：87％

「『なりたい自分』に向かって努力で
きた」：93％

生徒たちが主体的に考え、達成感のある学校行事となるように教員が積極的にサポートし、行事
後のアンケート満足度９０％以上を目指す。 「学校行事（体育大会・文化祭・総合

学科発表会など）に満足できた」：
93％

A

各分掌との連絡や進路情報を年次会で共有する。

年次通信の年３回発行に加え、HPを活用し学校の情報を保護者や中学生等に発信する。

学校関係者評価

・

・

・

・

・

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

評価項目以外のものに関する意見

　体育大会においては、後輩だけでなく、同学年へ
の気配りもできていて、雰囲気の良い中で実施す
ることができた。
　オープンキャンパスや職場見学への参加者も多
く、次年度は1年次から進路意識が高まる年次行
事を導入していきたい。

進路講演会や年次掲示板（新世アゴラ）等を活用し、進路実現に向けて主体的に考え行動する
力を身に付けさせる。

オープンキャンパスや職場見学に行くように促し、進路後のミスマッチをなくすようにする。

３年次

第１希望の進路実現１００％
を目指す。国公立大、西南学
院大学、福岡大学に１０名合
格。

前期終了までは、２か月に１度クラス全員と二者面談を行う。その結果を進路検討会で共有し、
生徒一人一人に合った指導ができる体制を確立する。 進路決定者：７４名（１１月２８日現在）

進路別学習時間集計：（６月)（９月)
　　　　普通教科中心（１７７分）（１２８分）
　　　　専門教科中心（１４４分）（９３分）

「人生のプロデューサー」とし
て、豊かな人生を主体的に切
り拓いていくことができ、後輩
の模範となる生徒を育成す
る。

総合的な探究の時間においては、深い学びを目指し、生徒それぞれの課題意識に応じた課題研
究を行い、その研究成果を全員が発表する。
外部講師を招いたり、行政や企業との連携を行い、地域の課題の解決や地域に貢献しようとする
生徒を育てる。

中核年次としての自覚を持
ち、自らの考えを表現すること
のできる生徒を育成する。

年次のリーダーを育て、修学旅行などの年次の行事においては、リーダーを中心に企画・運営さ
せる。 自分たちで企画・運営できた：89.1％

生徒進行の年次集会：２回実施
年次通信：２回発行（３回：冬季休業前発
行予定）

A

　生徒の中に、行事を通してリーダーシップを発揮
してクラスメイト等を引っ張る生徒が出てきた。ま
た、主体的に司会を務めたり、積極的に有志に参
加したりする生徒も増え、「主体的に挑戦しても良
い」雰囲気作りに繋がっている。

B

　保護者説明会や三者面談等を活用し、複雑な入
試制度について丁寧に説明し、情報共有を図った
結果、大きなトラブルもなく適切な進路指導ができ
た。年内入試が増えているため、模試の結果や進
路情報を共有する時間の確保が必要である。

B

B

　学習時間に関しては、目標時間に届かなかっ
た。年内入試への傾向がより強まっていることも原
因と考えられる。
　総合型選抜で西南学院大学に2名、福岡大学に
1名合格できたので、次年度以降の進路指導につ
なげたい。

課外を含む各自の学習時間を就職・専門学校希望者１８０分、大学進学希望者の家庭学習時間
３００分を目標とする。
９月以降、面接指導・志望理由書指導等を計画的・組織的に行う。特に面接は1人につき受検ま
でに７回以上面接指導を行う。

　宿泊研修やインタビューシップの事後アンケー
ト、ボランティア活動の報告書の内容から、ありあ
け新世高校の生徒としての自覚や責任、他者との
関わりの中で地域に貢献することへの誇りなどが
芽生えてきている。意識の変容を保護者や地域へ
発信することが課題である。

学校行事やボランティア活動など多様な体験や他者と関わることを通して、地域貢献することに
誇りを持たせる。
丁寧な三者面談や生徒の学びを年次通信（年3回以上）で発信し、保護者との信頼関係を構築す
る。

２年次

進路意識を高め、進路実現に
必要な資質・能力を身に付け
た生徒を育成する。

進研模試においては、偏差値５０以上を１０名、スタディサポートにおいてはＢゾーン３０名以上、
Ｂ１ゾーン１０名を目指す。

スタサポ　Bゾーン以上：25名、B1以上：0名
進研模試　偏差値50以上：2名
総探　論理的思考力がついた：94.9％
      　 自分の意図を他者に伝えられた：79.7％
小論文対策：6回実施、ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄﾊﾞﾄﾙ：後期実施
学習時間調査：6月平均201分、9月平均203分

B

A

　学習時間は例年に比べて多く、自主的に学習で
きている生徒も増えた。学力については差がある
ため、四年制大学を志望する生徒については、積
極的に進研模試を受験させ、自身の学力把握と学
力向上に努めさせたい。

総合的な探究の時間を通して、論理的な思考力を身に付けさせ、自分で考えて発信することがで
きる生徒を育成する。（ディベートや小論文指導など）
基礎学力の向上、進学予定者は入試に対応できる学力を身につけるため、家庭学習習慣を確立
させ、考査前は家庭学習時間を２４０分とする。

キャリア教育を通して、主体
的に企画し、実行できる生徒
を育成する。

全生徒がオープンキャンパスまたはインターンシップの参加を行い、進学への意欲、働くことへの
意識を向上させる。

ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ：74人、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ：20人
課題研究　ｶﾝﾊﾟﾆｰ所属生徒:全員発表
　　　　　　　ﾌｧｰﾑ所属生徒:一部発表
外部講師派遣依頼(対面･zoom等)
　　ｶﾝﾊﾟﾆｰ：行政・企業　ﾌｧｰﾑ：保育園等
総探ｱﾝｹｰﾄ｢地域へ貢献できた｣：97.9％

A

　総合的な探究の時間では、課題研究を通して外
部の方々と学びを深める中で、勤労観や貢献する
気持ちを培うことができた。特に保育園児とのサツ
マイモ収穫、シャッターアート、児童との遊びを通し
て行う空き家問題の提起など、生きた学びができ
た。

年次集会においては、生徒に司会進行をさせるなど、生徒たちの活躍の場を作る。

年次通信を３回は発行し、生徒たちの活動や成長の様子を保護者に向けて発信する。

１年次

生徒一人ひとりの希望進路実
現を見据え、確かな学力を身
に付けた生徒を育成する。

基礎・基本を徹底し、スタディーサポートや模試の結果を丁寧に振り返り、教科と連携を図り、ＧＴ
ＺゾーンでＢゾーン以上の生徒３０名以上を目指す。

第1回スタサポ：Bゾーン13名(3教科)
第2回スタサポ：Bゾーン8名(3教科)
分析会：2回実施
学習時間調査：6月平均226分、9月215分
資格試験：英検7名､漢検10名､情報処理
検定125名受験予定

A

A

　スタサポの結果からBゾーンの生徒が少なく、高校の学習に不安を
持つ生徒や学習習慣が身についていない生徒が多い。そのため学
び直しの朝課外は受講率が高かった。どの進路にも対応できるよう
に学習習慣を身につけさせ、学ぶ意義について考えさせることを継
続する。キャリアパスポートを工夫して１年間の目標や行事･ボラン
ティア活動の振り返りを設定しているので、3年間継続して活用し、
志望理由書に繋げる。

失敗を恐れず、進んで行動
し、いろいろなことにチャレン
ジする生徒を育成する。

凡事徹底を意識させ、「体験から学ぶ」をコンセプトに「Team23」の自覚と責任を持たせる。 宿泊研修のアンケート：
　　野外炊飯等の体験を通して｢Team23｣
　としての自覚と責任が芽生えた。
10月までのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動参加数：123回
年次通信：年3回発行(7,12,3月)

A

志望理由書に繋がるキャリアパスポートや新世チャレンジを活用し、目標設定をすることで資格
取得１００％を目指す。
学習時間調査を活用し、基本的な生活習慣や家庭学習習慣（１８０分以上）の確立を図り、タイム
マネジメント力を高める。

キャリア教育を充実させ、主
体的に考え、行動する生徒を
育成する。

自己を見つめる振り返りや生徒に問いかけ、内面を言語化させ、自己表現力を高める。また、自
己表現できる雰囲気を作る。

｢入学前に比べ､人前でうまく発表することができ
た｣:78％
｢自分の意図を他者に伝えることができた｣:93％
｢原稿がなくても発表できるようになった」:81％
｢産社｣：要約･意見文指導、ディベート実施
外部講師による講演会：2回実施

A

　｢産業社会と人間｣を計画的に進めることができた。3年間の流れが
確立されたので、3年間を見据えた取組ができるようになった。アン
ケートの結果より、自己表現力が高まったことがわかる。さらに小論
文に繋がる要約(ハイスクールタイムズ活用)や意見文作成、ディ
ベートを実施するとともに、卒業後の進路を考えさせる｢しかけ｣(進
路講演会、進路ガイダンス)を織り交ぜ、人生をプロデュースさせて
いく。

進路実現に繋がる小論文、志望理由書に向けて、職業・大学研究、ディベート、ライフプラン、課
題研究のテーマ設定など幅広い進路選択ができるようにする。

外部講師を招聘し、新たな価値観に触れる機会を設け、視野を広げる。


